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解　体　工　事　仕　様　書
Ⅰ．工事概要

３．地 域 地 区　　都市計画地域（・内　　・外）　・市街化調整区域

　　　　　　　　　 用途地域等　（　商業地域　）

　　　　　　　　　 騒音規制区域（・内　　・外）　　振動規制区域（・内　　・外）

２．敷地面積

１．工事場所

番号 名　称 工事種別 構　造 階数 建築面積(㎡) 延べ面積(㎡)

２．特記仕様

（１）項目は番号に○印のついたものを適用する。

（２）特記事項は・印のついたものを適用する。ただし、・印のつかない場合は、※印のついたものを適用する。　

・印と※印のついた場合は共に適用する。

様書の当該項目、当該図又は当該表を表す。

１．共通仕様

（１）図面、特記仕様書に記載されていない事項は、すべて「国土交通省大臣官房官庁営繕部監修、建築物解体工事共通仕様書（平成

（２）電気及び機械設備工事を本工事に含む場合、電気及び機械設備工事はそれぞれの標準仕様書を適用する。

４．解体建物概要

（３）項目に記載の（　　　）内表示番号は、共通仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。［　　　］内表示番号は、改修標準仕

（４）解体に当たり現状との相違点が生じた場合は、監督員と協議すること。

３．施工上の特記事項

（１）安全対策に留意し、万全の処置を取りながら施工すること。

（３）解体除却作業は「低騒音方向旋回圧搾機」で施工すること。また、解体に当たっては充分散水を行い、塵埃が極力発生しない様に

注意すること。

（４）アスベストを含むボード類は手壊しとし、適正に処分する。

（５）建築リサイクル法に基づき分別解体を行うと共に、これらに伴う必要な手続きを行う。

（２）コンクリートの破片・土砂その他、搬出・処分材が落下、飛散しないよう十分注意し施工するとともに、道路に汚れ・破損等が生

じた場合は、迅速に清掃・復旧を行う。

項　　　　目 特　　　記　　　事　　　項章

１ 適 用 基 準 等１
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　工事の施工に伴い必要な官公署、その他への手続き、検査並びにその費用は本工事請負者の負担とする。２　官公署その他への手

　続き

　３　施工図及び施工計画書 施工計画書は、施工調査を基に当該工事で実際に施工することを、具体的な文書とし、工事の着手前に

監督員に提出する。

提出した施工図及び施工計画書の著作に関わる当該建物に係る使用権は、発注者に移譲するものとする。

(1.1.3) 

(1.2.2) 

　建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律で定める技術管理者について資格を証明する資料を提出施 工 管 理

(1.3.1) 

４

５

(1.3.2) 

すること。

建設副産物対策等の

責任者

※建設副産物対策の責任者

・特別管理産業廃棄物管理責任者

※産業廃棄物処理責任者

工事種目 技能検定職種 技能検定作業

仮設工事 とび ・とび作業

日曜日及び祝日の工事施工　　※　行わない　・　

施工時間　（午前８時３０分 ～ 午後５時００分 ）

・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

建設工事公衆災害防止対策要綱及び建築工事安全施工技術指針を参考に、工事安全計画書を作成し監督

員に提出すること。

引渡しを要するもの

・

引渡し場所

その他の処理、４章［建設廃棄物の処理］及び５章［特別管理産業廃棄物等の処理等］よる。

※　現場内の監督員が指示する場所　　・　

　下表により適用する技能士は、適用する工事作業中、１名以上の者が自ら作業をするとともに、他の技

能者に対して、施工品質の向上を図るための作業指導を行うこと。

（技能士：職業能力開発促進法による一級技能士又は単一等級の資格を有する者）

また、その技能士はその者が技能士であることがわかる名札（下図参考）を常時着用すること。

技 能 士

発 生 材 の 処 理

工 事 安 全 計 画 書 等

施 工 条 件

（1.3.5）

(1.3.10) 

(1.3.6) 

・適用する（当該工事の工事期間中自家用電気工作物の保安の業務を行うものとする）電 気 保 安 技 術 者

技能士の職種により色を変えることも可□ 技 能 士
技能士の種別

技能士の級の別

写真　(30×40) 技能士本人の住所

発行　　　○○○○○○○○会 名札の発行元

5
5
mm

90mm

職　種  　建築大工

級　別  　１級

氏　名  　○山○夫

血液型  　○型

勤務先  　○○工務店

自　宅  　鳥取市

　《技能士名札参考図》

造園 ・造園工事作業造園工事

６

７

８

９

10

31年版）」（以下「共通仕様書」という。）による。ただし、アスベスト成形板の処理等は、国土交通省官房官庁庁営繕部監修「

公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）（平成31年版）」（以下「改修標準仕様書」という。）による。

岩美町大字網代195番地

※工事写真の撮り方（改訂第三版）建築編　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

(1.3.3) 

[1.6.2] 

一般用電気工作物に係る工事についても、自家用電気工作物の場合と同様の業務を行うものとする。

なお、電気保安技術者の資格は標準仕様書（電気設備工事編）第１編第１章第３節1.3.2によるものとし、
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完 成 写 真 等11

区　　分 分類・規格 撮影箇所 部数

１部カラーサービス判  各工種の工程毎

　部カラーサービス判

１部

　部・　 カラーキャビネ判

　部

　部カラー

・　

※工事記録写真

※完成写真

・パネル

・全紙　　　箇所

・半切　　　箇所

・外部　　　箇所

・内部　　　箇所

・外部　　　箇所

・内部　　　箇所

・電子データ及びネガの提出[工事記録写真]　　（・要　・不要）

・電子データ及びネガの提出[完成写真]　　　　（・要　・不要）

下記のものを監督員に提出する

・四ツ切　　箇所

完 成 時 の 提 出 図 書12 下記のものを監督員に提出する

完成図の種類及び内容

・原図A1版又はA2版（設計図の第２原図訂正不可）　　　　　　　　　部

・ＣＡＤデータ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部

13　保守に関する図面資

料等

・案内図・配置図：（ＢＭの表示）

・木杭柵配置図、詳細図 ： 残存建築物の位置、残存外構、残存屋外設備、整地後の高低差、柵等

・　

下記のものをＪＩＳ　Ａ４判ファイルに製本して監督員に提出する。

14 火 災 保 険 等 工事目的物及び工事材料等工事施工途中の事故に伴う損害をてん補するため火災保険等に加入する。

（保険の加入期限は、工事完成引き渡し迄とする。）

・第三者への損害保険に加入する

※届出対象工事　　・届出非対象工事建 設 リ サ イ ク ル 法15

足 場 そ の 他１

(2.1.2) 場の組立て等に関する基準」の２の(2)手すり据置方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行うこと。

騒音・粉塵等の対策

防音パネル等を取り付ける足場等の設置範囲及び高さ

　　　　　　　　　・メッシュ金網　　・養生シート（　　　　　　　　　）

騒音・粉塵などの対策　　※防音パネル　　　・防音シート　　　

・範囲（　　　　　　　　　　　　　　　　）　高さ（　　　　　　　　　　　　　　）

２

(2.2.1) 

・図示による

　　　　　　　　　　　　・図示による

監 督 員 事 務 所 ※設ける　　　　　㎡　　・設けない

設置する備品等の種類及び数量（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

３

(2.3.1) 

900 1,200

 地色　白

御通行中の皆様へ解　体　工　事　中
 地色　白

 地色  地色
マンセル記号 マンセル記号

　工事名　○○○○○○解体工事 5ＹＲ6.5/11 5ＹＲ6.5/11
　構造・規模 木造 平屋建

　工事期間 令和○年○月から○年○月まで

　発注者 岩美町 ○○○○○○
1
,
2
0
0

　　　　 ○○○○○○

　施工者　○○○○○○○○

　　連絡先昼間　○○－○○○○

1
,
6
0
0

　　　　　夜間　○○－○○○○

　　現場責任者 ○○ ○○

　現在の進捗率○○％ 地色　白　岩美町○○○○○○○○○○
　事業協力のお願い

　　　　　連絡先　○○－○○○○ 　　　工事期間中は、ご迷惑をおかけしますが、ご理解と

　　ご協力よろしくお願いします。

 地色　白記入要領 　施工者 ○○○○○○○○
　　　　　連絡先　　ＴＥＬ　○○－○○○○
　発注者 １　書体は角ゴシックとする

２　お願い表示板は平易な表現及び内容とし、

　監督員が指示するものとする

構内既存の施設　　※利用できない　　・利用できる（※有償　　・無償　）

構内既存の施設　　※利用できない　　・利用できる（※有償　　・無償　）

工事に必要な水に係る費用はすべて請負者の負担とする。

工事に必要な電力に係る費用はすべて請負者の負担とする。

構内既存の施設　　・できる　　・できない

・お願い表示板※工事表示板

５

６

７

表 示 板

工 事 用 水

工 事 用 電 力

工 事 用 仮 設 物

　監理者 岩美町 ○○○○○○

　　　　　　 延べ面積○○○○㎡

※設ける（寸法等は下図による）　　※他工事関連請負者と一括して表示する。４

８ 工事現場のイメージ

アップ

・　

杭１ 杭の解体　　・行う　　・残置する

構 内 舗 装 等２

（樹木等）

樹木等の伐採伐根及び移植

・移植（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・伐採伐根（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

３ 地下埋設物・埋設配管

解体工法　　※引抜き工法　　・破砕工法　　・　

・図示による

地下埋設配管の解体　　・図示による　　・行わない

地下埋設物の解体　　　・図示による　　・行わない

解 体 後 の 整 地４ 埋戻し及び盛土

埋戻し　　・場内の良質土　　・真砂土　　・再生砕石(RC－40)　　・発生土

整　地

盛り土　　・場内の良質土　　・真砂土　　

建設発生土の処理

※構外指示の場所に処分（処分地　　　　　　　　　　）

・構内指示場所に敷き均し

・構内指示場所に堆積

整地の高さ　　・現状ＧＬ

　　　　　　　・現況土のみによる整地可能高さ（ 敷地内雑草・雑木類伐採後の整地 ）

範　囲　　・解体跡　　・図示による

材　料　　・場内の良質土　　・真砂土　　・再生砕石(RC－30)

足場を設ける場合は、共通仕様書2.2.2(b)によるほか、設置においては「手すり先行工法による足

(3.9.2) 

(3.10.1) 

(3.11.1) 

(3.12.1) 
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４
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設計調査で判明しているものを含む

再 資 源 化 等１ 中間処理施設及び再資源化施設

※指定しない　　・　

再資源化するもの

再資源化された建設廃棄物の利用　　・　

２ 最終処分する建設廃棄物及び最終処分場

※指定しない

・指定するもの

廃 棄 物 の 種 類

最 終 処 分

３

建設廃棄物

処理に注意を要する

最終処分場（施設名・場所・距離）

・ＣＣＡ処理木材

廃棄物の種類 最終処分場（施設名・場所・距離）

１

・ＰＣＢ（機器）

・ＰＣＢ（ｼｰﾘﾝｸﾞ）

・廃油（　　　　）

・廃酸・廃アルカリ

調　査　方　法 場所又は部位

・ひ素、カドミウム含有石膏ボード

(4.4.1) 

・蛍光ランプ、ＨＩＤランプ　　・硬質塩化ビニル管、継手

※建設リサイクル法による特定建設資材廃棄物

・金属類、小型二次電池

指定建設資材廃棄物　　・あり　　※なし

(4.4.4) 

(4.5.1) 

・目視や設計図書 　・分析調査

・目視や設計図書 　・分析調査

・目視や設計図書 　・分析調査

・目視や設計図書 　・分析調査

特別管理産業廃棄物の種類

２

処分等

特別管理産業廃棄物の処分（石綿含有建材については６章による。）

廃 棄 物 の 種 類

・ＰＣＢ（機器）

・ＰＣＢ（ｼｰﾘﾝｸﾞ）

・廃油（　　　　）

※発注者保管場所へ搬入引渡し（鳥取市　　　　　地内）

※発注者保管場所へ搬入引渡し（鳥取市　　　　　地内）

(5.4.1) 

※中間処理施設で再生処理又は焼却処分

・廃酸、廃アルカリ

※蓄電池の電解液　　中間処理施設での中和処理等

※臭化リチウム水溶液　吸収液製造業者等で再生処理

処分方法

特別管理産業廃棄物の

調査対象建材場所又は部位

特別管理産業廃棄物の分析調査　　・行う　　※行わない

(5.1.2) 

石綿粉じん濃度測定２ 石綿粉じん濃度測定　　・行う　　※行わない

測定を行う場合の時期等（A-63図参照）

・

・

・

・

 適用

測定１

測定２

測定３

測定４

測定７

測定８

測定名称

処理作業中

処理作業後

(ｼｰﾄ養生中)

処理作業後

測定時期 測定場所

処理作業室内

集塵・排気装置の排出

吹出し口

測定点（各施工場所ごと）

・各１点　　・各２点　　・各３点

建築設備に使用されて３

いる石綿建材の

処理

建築設備に使用されている石綿含有建材　　・あり　　・なし

使用設備・使用部分 処理の方法

・

処理作業前

施 工 調 査１

廃棄物の種類

・石綿（レベル１）

・石綿（レベル２）

・石綿（レベル３）

・目視や設計図書 　・分析調査

・目視や設計図書 　・分析調査

・目視や設計図書 　・分析調査

設計調査で判明しているものも､含む

調　査　方　法 場　所　又　は　部　位

石綿含有調査（分析調査）　　・行う　　※行わない

調査対象建材場所又は部位

※施工調査は、石綿に関し一定の知見を有し、的確な判断ができる者が目視や設計図書により行い、分析

　調査が必要となった場合は協議による。

石綿含有吹付け材の４

除去工法

石綿含有吹付け材の処理（レベル1）

除去物及び

汚染物の処理

※（6.3.2(a)）による除去工法　　・ 

・セメント固化

除去工法

する。

処分方法

汚染物（養生シート、使い捨て保護衣、フィルタ等）は密封処理（二重袋梱包）

※管理型処分場に埋立処分（　　　　県　　　　　　地内）

※密封処理（二重袋梱包）

・中間処理場による溶融固化

(6.1.2) 

(6.1.3) 

施 工 調 査

ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建
材
の
除
去
及
び
処
理

石綿含有保温材の５

除去工法

石綿含有保温材の処理（レベル２）

除去工法 ※手ばらし　

除去物及び

汚染物の処理 汚染物（養生シート、使い捨て保護衣、フィルタ等）は密閉処理（二重袋梱包）

する。

処分方法
・中間処理場による溶融固化

石綿含有成形板の６

除去工法

石綿含有成形板の処理（レベル３）

除去工法 ※手ばらし　　・　

除去物及び

汚染物の処理 汚染物（養生シート、使い捨て保護衣、フィルタ等）は密閉処理（二重袋梱包）

する。

※密封処理（二重袋梱包）

※密封処理（二重袋梱包）

(6.5.2) 

処分方法

※管理型処分場に埋立処分（　　　　県　　　　　　地内）

※安定型処分場に埋立処分（　　　　県　　　　　　地内）

廃 棄 物 の 種 類

・フロン

回収及び処分

※フロン類破壊業者により破壊又は再生処理

特殊な建設副産物の回収及び処分特殊な建設副産物の

処分方法

・ハロン ※ハロン消火設備設置業者により回収後再利用又は保管

・イオン化式感知器

・特定化学物質等

・六ふっ化硫黄ガス(ＳＦ6）

※製造（販売）業者により回収

※製造業者又はガス回収業者により回収し再使用又は再資源化

(7.3.1) 

７ １

特
殊
な
建
設
副
産
物
の
処
理

(6.4.3) 

住宅 解体 木造 1 89.60 88.10

２

・構内埋戻し土に使用

(6.3.2) 

処理作業場所

調査対象室外部の附近 ・各１点　　・各２点

・ 測定６

・ 測定５

・各１点　　・各２点

・

照明器具安定器､ﾄﾗﾝｽ・ｺﾝﾃﾞﾝｻ等

測定方法

測定３

メンブレンフィルタ直径（mm）

試料の吸引時間（分）

・10　　・　

・240 　・　

測定５測定１,２,４,６,７,８

・120 　・　

・５　　・　

2525 47

・１　　・　

・５　　・　

採取箇所は図示による。

試料の吸引流量（　／分）

目地(ﾎﾟﾘｻﾙﾌｧｲﾄﾞ系)

外部目地 ﾎﾟﾘｻﾙﾌｧｲﾄﾞ系ｼｰﾘﾝｸﾞ

・各１点　　・各２点　　・各３点

・各１点　　・各２点

　令和○○年○月工事完成予定

　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

　　月間､週間工程表他(※詳細は監督員と協議すること)

処理に注意を要するもの（施工時調査において､有りを確認した場合。費用については､監督員と協議のこと。）

≒197㎡（CAD計測）

メッシュシート

敷地内雑草・雑木類

　　　　　　　・現況土

　岩美町○○○○○○○○○○

　　　　　連絡先　○○－○○○○

　　　　　　　・敷地内雑草・雑木類伐採後範囲

処理作業室内 ・各１点　　・各２点　　・各３点

処理作業室外

（敷地境界）

・各１点　　・４方向各１点

処理作業室内

処理作業室内 ・各１点　　・各２点　　・各３点

(シート撤去後

１週間以降)

調査対象室外部の附近

　　　○○○○○　○○○○担当

　　　○○○○○　○○○○担当

出口吹出し風速１ｍ／ｓ以下の位置

・各１点　　・各２点

石綿含有仕上塗材の７

除去工法

石綿含有仕上塗材の処理（レベル３相当）

除去工法

汚染物の処理

除去物及び

処分方法 ※安定型処分場に埋立処分（　　　　県　　　　　　地内）

する。

汚染物（養生シート、使い捨て保護衣、フィルタ等）は密閉処理（二重袋梱包）

※密封処理（二重袋梱包）

環境測定

作業前

作業中

作業後

保
護
衣
の
着
用

呼
吸
用
保
護
具
の
着
用

アスベストの除去方法については鳥取県の石

綿の除去等に係る施工業者レベル１登録指定

業者による工法とする。

改修標準仕様書「環境配慮改修工事9.1.2」

による

工事計画書・要領書作成

必要機器・資材の準備・調達

事前調査結果の表示

内装材及びＲＣ以外の雑壁等撤去処分

清掃

仮設床及び壁による作業室の区画

床面のシート養生

壁面のシート養生

屋根換気面戸の養生

セキュリティ－ゾ－ンの組立・設置

負圧除じん装置の設置

エアレススプレイヤ－の設置

設備機器・什器備品等の養生

天井仕上材、下地材の撤去

壁面のシート養生（天井裏）

設備機器・什器備品等の養生（天井裏）

粉じん飛散抑制剤の散布、含侵の確認

吹付け石綿の除去

除去した石綿の袋詰め

（二重袋詰め）

袋詰めした石綿の一時保管

【事前準備】

【養生作業・準備作業】

【除去作業】

【石綿処理】

床面、足場上、設備機器養生面等清掃

除去箇所の残石綿、清掃検査

養生シ－ト（プラスチックシート）面

への粉じん飛散防止剤の吹付け

吹付け

除去した面への粉じん飛散防止剤の

壁面（天井）養生シ－トの撤去

作業場内足場の解体、場外搬出

床面養生シ－トの撤去

養生シ－ト等の場外搬出

【養生撤去・後片付け】

１～1.5時間負圧除じん又は、環境測

定により外部濃度と同程度となってい

ることを確認

最終清掃

セキュリティーゾーンの撤去

仮設壁、床の解体

施工記録

作業員の作業記録

完　了

【記録】

【清掃】

・測定１（処理作業室内）

・測定２（調査対象外部の付近）

・測定３（処理作業室内）

・測定４（負圧・除塵装置の排出吹出し口）

・測定５（処理作業室外（敷地境界））

・測定６（処理作業室内）

・測定８（調査対象外部の付近）

・測定７（処理作業室内）

運搬車輛に積込み

特別管理産廃処分場へ運搬

特別管理産廃処分場で埋立

荷台のシート覆い

石綿含有吹付け材の除去作業フロ－チャ－ト（参考）

負
圧
除
じ
ん
装
置
の
稼
働

・ 集じん装置付き ディスクグラインダーケレン工法又は、高圧水洗工法

A - 01

図面 No.

図面名その他の設計者

有限会社 一級建築士事務所 第04-767号

管理建築士　一級建築士 （大臣登録番号　第308101号） 尾崎 知典

尾崎設計

解体工事仕様書
図面縮小率 

　　　A3 70.7％

R 07 . 12
―

縮尺名　称作　成　年　月 代表となる設計者

2022-7号　網代地内特定空家等解体工事１級建築士　大臣登録番号 216175号(有)尾崎設計 浅田 栄次
浅
田

CHECK



N

配置図　S=1/100

道路

隣地

隣地

隣地

隣地
(駐車場)

網代コミュニティーセンター

隣地境界線

隣
地

境
界

線

道路

道路

道
路

境
界

線

≒-800

≒-150

≒-900

≒-250

 … ＧＬからの高さを示す。≒-800

 凡 例 

≒3,400

≒1,200
道路

仮定 隣地境界線
(推測による）

敷地内雑草・雑木伐採

　面積95.0㎡

 … 敷地内雑草・雑木伐採範囲を示す。

〈 工事概要・注意事項 〉

仮
定

 隣
地

境
界

線

(推
測

に
よ

る
）

電柱

支線

±0

≒1,500

敷地面積 ≒197.0㎡

(CAD計測）
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西 法 寺

網代コミュニティーセンター

網 　代

中
国

近
畿

連
絡

自
然

遊
歩

道

千貫松島

網　代　港

網代神社

網代漁村センター

日　本　海

岩美郡岩美町大字網代195番地
附近見取図　S=1/3000

工事場所

県
道

 網
代

港
岩

美
停

車
場

線

A - 02

図面 No.

図面名その他の設計者

有限会社 一級建築士事務所 第04-767号

管理建築士　一級建築士 （大臣登録番号　第308101号） 尾崎 知典

尾崎設計

附近見取図、 配置図、  工事概要・注意事項
図面縮小率 

　　　A3 70.7％

R 07 . 12

1：3000
1：100

縮尺名　称作　成　年　月 代表となる設計者

2022-7号　網代地内特定空家等解体工事１級建築士　大臣登録番号 216175号(有)尾崎設計 浅田 栄次
浅
田

解体建物

工事概要

・　木造戸建て住宅の上屋を、全解体撤去処分とする。

注意事項

・　上屋解体撤去に伴う、電気設備及び機械設備の撤去処分。

・  基礎、一部土間コンクリート、外構等については、存置とする。

・ 浴槽、和式大小兼用便器は、撤去処分。　撤去後孔は、再生砕石による埋戻しとする。

・　各埋設配管の、地中側への取合い部は、雨水・土砂流入防止として、キャップ止め処理とする。

・　現況地盤以下の、電気設備及び機械設備の埋設配管等は、存置とする。

・　敷地内の雑草、雑木の、伐採及び処分。

・　建物内の動産を、建物外（敷地内）に、搬出し集積する。

≒1,300

≒±0

・ 施工前に、石綿含有建材事前調査を行い、報告書を提出すること。

・ 強風対策等を万全に行うこと。

又、万が一損傷及び汚損を与えた場合には、請負者の責任で速やかに原形へ復旧すること。

・ 強風対策等を万全に行うこと。

・ 近隣に対して、騒音、振動、粉塵飛散等の影響が最小限となる、解体工法・機器とすること。

・ 事故防止を図るため、関係する法令、指針等の遵守を徹底すること。

・ 運搬路、周辺敷地、工作物等に損傷を与えないよう予防措置を講じること。

CHECK
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平面図　S=1/100

 凡 例 

 … ＧＬからの高さを示す。+50

障
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戸

木製ｶﾞﾗｽ戸
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床の間
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D

AW

台所

ﾌ
ｽ

ﾏ
戸

ﾌ
ｽ

ﾏ
戸

ﾌｽﾏ戸

浴室

和室4和室3

和室2 和室1

玄関

+50

±0

+500

1
,0

0
0

1
,0

0
0

2
,0

0
0

2
,0

0
0

1
,0

0
0

1,000 1,000 1,500 1,500

2,500 10,000

1,800 2,200 2,000

900 1,300

ﾌ
ｽ

ﾏ
戸

押入

ﾌ
ｽ

ﾏ
戸

WW

玄関
土間コンクリート

床

板張り

備考・その他CH

2,400

トイレ

ポーチ

室　名

　【内 部　】

―

巾木 壁 天井 廻り縁

和室１
畳 ― 板張り

2,000

―

―

和室２
畳 ― 板張り ―

2,000

和室３
畳 ― 板張り ―

2,000

和室４
畳 ― 板張り ―

2,000

台所
厚9 モザイクパーケット張り ― 厚3 合板張り

2,000

浴室
モルタル塗り ―

2,000

トイレ
木製床ラス下地モルタル塗り

モルタル塗り下地

―

―

小屋裏室 木製床下地裏面表し

厚3 合板張り― ―
2,000

床の間、押入れ（棚１段）

物入れ(棚１段）、押入れ（棚１段）

流し台（L1800)、コンロ台(L600×D400）

木製造作吊棚（L1,100×D200×2段×2ヵ所）

SUS製浴槽（L800×D700×H600)

和式大小兼用便器、隅付ロータンク

+300

+500

立面図　S=1/100

南西 北西

北東 南東

(厚15板張り、根太90×75＠500)

(厚15板張り、根太60×75＠500)

(厚15板張り、根太60×75＠500)

(厚15板張り、根太60×75＠500)

厚3 合板張り

厚3 合板張り

薄付け仕上塗材(リシン系）仕上

モルタル塗り下地

薄付け仕上塗材(リシン系）仕上

厚3 合板張り

1
,0

0
0

3
,0

0
0

3
,0

0
0

小屋裏室 木製床下地裏面表し

小屋裏室 木製床下地裏面表し

小屋裏室 木製床下地裏面表し

【 存置 】

〈浴室〉
床：モルタル塗り、　　
　　下地土間コンクリート → 撤去
SUS製浴槽 → 撤去
床、浴槽撤去後孔 → 埋戻し（再生砕石）
給・排水管端部 → キャップ止め

〈トイレ〉
床：木製下地ラスモルタル塗り → 撤去
和式大小兼用便器 → 撤去
床、便器撤去後孔 → 埋め戻し（再生砕石）
給・排水管端部 → キャップ止め

【 仕 上 表 】

+450

+200

+50

物置1

―木製屋根下地裏表し外壁・木製下地裏表し土間コンクリート
物置1・2

―
―

+50

【 外 部 】

部　位 名称

屋根
和瓦 土葺き 厚0.25 小波カラー鉄板葺き

庇
厚0.25 小波カラー鉄板葺き

軒天

樋

根廻り

外壁

木製屋根下地表し

軒樋：塩ビ製 半丸105

タテ樋：塩ビ製 Φ60

基礎コンクリート 【 存置 】

土壁下地 厚0.25 小波カラー鉄板張り

土壁下地 厚12 板張り

土壁下地 厚0.8 小波硬質塩化ビニル板張り

ポーチ

天井：木製屋根下地表し

壁：外壁（土壁下地 厚12 板張り）

床：土間コンクリート 【 存置 】

厚0.25 小波カラー鉄板張り

厚100 コンクリートブロック積み

【 存置 】

物置2

+50

厚12 板張り

厚0.8 小波硬質塩化ビニル板張り

7
,0

0
0

1
,9

0
0

W
W

※2 各種材料厚さは、推測による記載。

WW

WWAWAW

AW

WD

WW
WWWW

N

木製踏台 L2,000×D200×H350

木製造作吊棚 L2,800×D450×3段

木製吊棚

棚

棚

木製造作棚 L4,800×D450×3段

木製造作棚 L1,800×D450×3段

 … タテ樋：塩ビ製Φ60を、示す。

〈台所〉
給・排水管端部 → キャップ止め

※1 上屋 → 全解体撤去処分

※1 上屋 → 全解体撤去処分

洗濯機
ｶﾞｽｺﾝﾛ

流し台

冷蔵庫

木製吊棚

木製吊棚

木
製

踏
台

※3 ※3

※3 石綿含有分析調査済み → 石綿含有なし

床面積 表

記号 計算式 面積（㎡）

1 10.00 ×  7.00-1.50×1.00

3

2

1

4

A

1,500 1,500

1,000 1,000

900 1,300

1
,0

0
0

6
,0

0
0

5
,0

0
0

1
,0

0
0

1
,0

0
0

2,500 10,000

7
,0

0
0

1
,9

0
0

1
,0

0
0
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床面積図　S=1/200

計

  3.595 

 12.500 

  3.500 

 88.095 

 2.20 × 1.90 - 1.30×0.90×1/2

2.50 × 5.00

2.00 × 2.00 - 1.00×1.00×1/2

2,200

2
,0

0
0

 88.095 

1.50 ×  1.00

2

3

4

1 6～

A   1.500 

 89.595 

500
2,000

↓

 89.60㎡ 

 68.500 

↓

 88.10㎡ 延べ床面積

建築面積

計

A - 03

図面 No.

平面図、立面図、仕上表、床面積図、床面積表

2022-7号　網代地内特定空家等解体工事

図面縮小率 
　　　A3 70.7％

1：100

縮尺

図面名その他の設計者

有限会社 一級建築士事務所 第04-767号

管理建築士　一級建築士 （大臣登録番号　第308101号） 尾崎 知典

尾崎設計
R 07 . 12

名　称作　成　年　月 代表となる設計者

(有)尾崎設計 １級建築士　大臣登録番号 216175号 浅田 栄次
浅
田

A

A

A

B

B

A

A

A

B

B

C

C

E

G

G

G

DE J

A

A

A B

B

J

C

D

E

C

G

C

F

I

B

B H

C

B

C

D

I

I

I

F

F

H

B

F

H

CHECK
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全
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存

置

▼FL

▲GL

▼軒高

A－A 断面図　S=1/100

▼基礎天

1
2
0

1,000 3,000 3,000 1,900

3
0
0

3
,0

0
0

3
,0

0
0

3
0
0

300
10,000

300

屋根伏図　S=1/100

3
0
0

1
,0

0
0

1
,0

0
0

9
0
0

1
5
0

和瓦 土葺き

厚0.25 小波カラー鉄板葺き

【凡例】

Ａ

記号 屋根仕上

B

10
5

基礎 伏図　S=1/100

1,500 1,500

6
,0

0
0

土間コンクリート

【 存置 】

床：モルタル塗り、
　　下地土間コンクリート 
　→ 撤去
　→ 撤去後孔埋戻し
　　　(再生砕石厚≒100程度）
給・排水管端部
　→ キャップ止め処理

小屋裏室 木製床下地裏面表し

厚3 合板張り

【凡例】

Ａ

記号 屋根仕上

B

天井伏図　S=1/100

トイレポーチ

玄関和室1和室2

床の間

押入

押入

物入

和室3 和室4 台所

浴室

ＡＡＡ

Ａ

B

B

B

B B

Ａ B

C
D

D D

D

C モルタル塗り下地薄付け仕上塗材(リシン系）仕上

木製屋根下地裏面表しD

2
,0

0
0

※ 基礎伏図は、推測による記載。

小屋裏室

和室4和室1 浴室

※ 軸組み、小屋裏室は、推測による記載。

基礎コンクリート

【 全て存置 】

≒

5
,0

0
0

1
,0

0
0

1
,0

0
0

1
,0

0
0

9
0
0

1
,0

0
0

3
,0

0
0

3
,0

0
0

7
,0

0
0

1
,9

0
0

500 1,000 1,000 1,000 3,000 3,000 3,000

2,500 10,000

900 1,300

1,800 2,200 2,000

浴槽 
　→ 撤去
　→ 撤去後孔埋戻し
　　　（再生砕石厚≒300程度）　　　
給・排水管端部
　→ キャップ止め処理

床、便器
　→ 撤去
　→ 撤去後孔埋戻し
　　　(再生砕石 厚≒300)
給・排水管端部
　→ キャップ止め処理
便槽(RC造）　 【 存置 】

土間コンクリート

【 存置 】

500 2,000 1,000 3,000 3,000 3,000

1,000 1,000 1,500 1,500

2,500 10,000

1
,0

0
0

3
,0

0
0

3
,0

0
0

1
,0

0
0

1
,0

0
0

2
,0

0
0

2
,0

0
0

1
,0

0
0

5
,0

0
0

2
,0

0
0

1
,0

0
0

9
0
0

7
,0

0
0

1
,9

0
0

D

物置1

D

物置2

D

D

7
,0

0
0

3
0
0

5
,0

0
0

2
,0

0
0

3
0
0

900 1,300

1,800 2,200 2,000

450 900 1,300 150

1,800 2,200 2,000

500 1,000 1,000

4,600 1,810

500 2,500

N

N

N

500 1,000 1,000

5
0
0

5
0
0

〈台所〉
給・排水管端部 → キャップ止め

基礎断面 詳細図　S=1/30

▼GL 1
2
0

(推
測

値
)

基礎コンクリート

【 全て存置 】

≒

※ 基礎詳細図は、推測による記載。

A - 04

図面 No.

A-A断面図、基礎伏図、基礎断面詳細図、

天井伏図、屋根伏図

2022-7号　網代地内特定空家等解体工事

図面縮小率 
　　　A3 70.7％

1：100
1：30

縮尺

図面名その他の設計者

有限会社 一級建築士事務所 第04-767号

管理建築士　一級建築士 （大臣登録番号　第308101号） 尾崎 知典

尾崎設計
名　称作　成　年　月 代表となる設計者

R 07 . 12

(有)尾崎設計 １級建築士　大臣登録番号 216175号 浅田 栄次
浅
田

A

B

A

B

BB

CHECK



N

道
路

境
界

線

±0

〈参考図〉 仮設配置図　S=1/100
道路

隣地

隣地

隣地
(駐車場)

網代コミュニティーセンター

隣地境界線

道路

道路

 … ＧＬからの高さを示す。≒-800

 凡 例 

解体養生外部足場
くさび緊結式
幅600、高さ≒5,100

解体養生外部足場
くさび緊結式
幅900、高さ≒4,200

解体養生外部足場
くさび緊結式
幅600、高さ≒5,100

解体養生外部足場
くさび緊結式
幅900、高さ≒5,900～7,400

解体養生外部足場
くさび緊結式
幅600、高さ≒4,500～4,900

解体養生外部足場
くさび緊結式
幅300、高さ≒5,900程度

解体養生外部足場
くさび緊結式
幅300、高さ≒5,100

N

道
路

境
界

線

借地計画面積図　S=1/100
道路

隣地

隣地

隣地
(駐車場)

網代コミュニティーセンター

隣地境界線

隣
地

境
界

線

道路

道路

 … ＧＬからの高さを示す。≒-800

 凡 例 

1,
00

0

1,000

借地範囲①
面積 7.50㎡

借地範囲②
面積 12.30㎡

借地範囲③
面積 6.20㎡

借地範囲③
面積 1.00㎡

単管バリケード 
L2m×4台
(足場解体後設置）

600 600
9
0
0

9
0
0

9
0
0

≒-800

カラーコーン、
夜間点滅保安灯

夜間点滅
チューブ保安灯
L=30ｍ

※ 各借地面積は、CAD計測により。※ 解体養生外部足場の外部面側は、全面メッシュシート張り。

隣地 隣地

仮定 隣地境界線
(推測による）

仮
定

 隣
地

境
界

線

(推
測

に
よ

る
）

仮定 隣地境界線
(推測による）

仮
定

 隣
地

境
界

線

(推
測

に
よ

る
）

5
,0

0
0

隣
地

境
界

線

解体養生外部足場
くさび緊結式
幅900、高さ≒1,000～2,500

600 600

9
0
0

9
0
0

9
0
0

支線

電柱

支線

電柱

≒3,400

≒-250

≒-900

≒-150

≒-250

≒3,400

≒-900

≒-800

≒-150

±0

≒1,500 ≒1,500

A - 05

図面 No.

図面名その他の設計者

有限会社 一級建築士事務所 第04-767号

管理建築士　一級建築士 （大臣登録番号　第308101号） 尾崎 知典

尾崎設計

〈参考図〉 仮設配置図 、借地計画面積図
図面縮小率 

　　　A3 70.7％

1：100

縮尺名　称作　成　年　月 代表となる設計者

2022-7号　網代地内特定空家等解体工事１級建築士　大臣登録番号 216175号 浅田 栄次(有)尾崎設計

R 07 . 12

浅
田

1,500

1,000

1
,5

0
0

解体建物 解体建物

≒1,300 ≒1,300

≒±0 ≒±0

CHECK
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棚

棚

ELCB2P30A×1
CB2P20A×4

レセップ
IL60W

シーリングライト
FCL30W×2程度

シーリングライト
FCL30W×2程度

シーリングライト
FCL30W×2程度

FL20W-2
2E

Ｗ
ｈ

パラボラアンテナ
BS45cm
屋根馬架台共

レセップ
IL60W

22

2

2

22

2 レセップ
IL60W

FL20W-1

ブラケット
IL60W

電灯・弱電設備　撤去図　S=1/100 給排水・衛生器具・ガス配管設備　撤去図　S=1/100

レセップ
IL60W

FL20W-2

VVF2.6-2C(HI22)

5C
-2
V

5C
-2
V

5C
-2
V

EBT0.5-2P

13

13

13

キャップ止

Ｍ

給水管
キャップ止

水道引込

15A
 G 

10
0

50

50

キャップ止

13

－　特記仕様　－

以下の仕様書を適用とする。

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（令和４年版）」（以下｢標準仕様書｣という。）

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（令和４年版）」（以下「改修標準仕様書」という。）

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）（令和４年版）」（以下「標準図」という。）

－　特記仕様　－

以下の仕様書を適用とする。

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）（令和４年版）」（以下｢標準仕様書｣という。）

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）（令和４年版）」（以下「改修標準仕様書」という。）

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）（令和４年版）」（以下「標準図」という。）

産廃処分計上数量

計 単位

給水設備
VP13 30 m

水栓 5 個

排水設備
VP50 5 m

HTVP13 15 m
保温共
保温共

ガス配管設備
SGP(白) 3 m

個1ガスコック 双口

衛生器具設備
和便器(ロータンク) 1 組
手洗器 1 組

VP100 2 m

給湯設備
給湯ボイラー SUSタンク100L共 1 台

産廃処分計上数量

電灯コンセント設備

VVF1.6-2C 50 m 4 分岐 200 m
VVF2.0-2C 10 m 4 分岐 40 m

VVF2.6-2C 10 m 1 引込 10 m

TV受信設備

5C-2V 50 m

片切スイッチ 個2

BSアンテナ45cm(屋根馬共) 1 基
個12分配器

電話配管設備
モジュラジャック 個1

m15EBT0.5-2P

露出コンセント 8 個

台3照明器具 シーリングライト

白熱灯照明器具 台5
照明器具 吊下FL20W-2 2 台
照明器具 流元灯FL20W-1 1 台

幹線設備
電灯分電盤
電力量計 1 個

1 面

数量 単位 計 単位

3.上屋解体に伴う配管類は建築工事で行い、産廃処分のみとする。

2.図中太線を本工事とする。

－　特記事項　－

　

1.建築物解体工事共通仕様書（令和4年版）のうち該当する項目を適用とする。

4.既設給排水配管は、基礎部分にてキャップ止めとする。

－　特記事項　－

　

1.建築物解体工事共通仕様書（令和4年版）のうち該当する項目を適用とする。

2.図中太線を本工事（撤去）とする。

3.上屋解体に伴う配管、配線、配線器具類は建築工事で行い、産廃処分のみとする。

※引込位置は不明のため、推測による記載である。
　解体施工時に事前調査を行うこと。

床造作、和便器撤去（建築工事）
床撤去後 給・排水管キャップ止

浴室土間床・浴槽撤去（建築工事）
床撤去後 給・排水管キャップ止

NN

トイレ

台所

玄関

和室1

和室4和室3

和室2

物置1

物置2

台所

トイレ

和室4

浴室

和室3

物置2

物置1

和室2 和室1
玄関

ポーチ

ポーチ

浴室

図面 No.

図面名その他の設計者

有限会社 一級建築士事務所 第04-767号

管理建築士　一級建築士 （大臣登録番号　第308101号） 尾崎 知典

尾崎設計
図面縮小率 

　　　A3 70.7％

R 07 . 12

縮尺名　称作　成　年　月 代表となる設計者

2022-7号　網代地内特定空家等解体工事１級建築士　大臣登録番号 216175号(有)尾崎設計 浅田 栄次

電灯・弱電設備　撤去図
給排水・衛生器具・ガス配管設備　撤去図

1：100

EM - 01

浅
田

CHECK


